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Under the circumstances of population decline and the revitalization of local communities, the 
author searched for the issues of the community in the future and the individual’s way of life as the 
autonomous citizen in Japan, by inspecting the several theoretical concepts about community and 
two case studies of Machi-zukuri, one a project to make good use of traditional local foods and the 
other a performing arts festival.
As a result, the ideal form of future community would be based on localism. And the best way to 
be an autonomous citizen would be to value the agricultural life in today’s urbanized life, because 
it would need rethinking about relationships between nature and human beings, and the roles of 












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































資金の確保できたのが 2011 年 10 月）。その翌年には、
「かーちゃんの力・プロジェクト協議会」、さらに一般社
団法人「ふくしまかーちゃんの力ネットワーク」も設立
された（2012年）。
10） このプロジェクトの中心者である塩谷の報告による。塩
谷は次のように述べている。「『いままでのようにつくり
たい』という一心で集まり、プロジェクトは始まった
が、『いままで』も『これから』も、一人ずつ違う。そ
れは、異なるコミュニティに属していた人びとが一緒に
プロジェクトを進める難しさでもある。不安はますます
大きくなる。このプロジェクトによって、かーちゃんた
ちは幸せになったのだろうか。このプロジェクトを続け
ていく意味はあるのだろうか」（塩谷・岩崎 2014：36）
11） 阿武隈地方は、しばしば冷害に悩まされるという厳しい
土地条件の中で、様々な工夫を重ね独自の食文化を育ん
できた土地柄である。また、里山の丘陵地帯で大規模
農業には向かず、他方で工業団地などの都市化からも外
れ、「地域振興のはざま」の中で、有機農業や産直、地
産地消といった、今日でいう消費者と直接つながる経営
スタイルに 1970 年代から取り組み、暮らしの中で培っ
た技術を活かして起業（ペイドワーク化）し、地域の活
性化を目指してきた。その中心的担い手となったのが、
この土地に嫁として入った農家の女性たちであったとい
う。　（岩崎由美子「かーちゃんたちの生き方」塩谷・
岩崎 2014：79-98）
12） 19 世紀イギリスにおいて「生活の芸術化」を提唱した
J. ラスキンは、物がもつ固有の価値を活かすためには、
享受（受容）能力が相伴うことが必要であることを述べ
た（池上 1993：132-133）。
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